
◆
一
般
会
計
補
正
予
算

町
長
選
挙
後
の
政
策
的
経
費

や
新
規
事
業
な
ど
町
長
の
意
向

を
反
映
さ
せ
た
「
肉
付
け
」
予

算
と
な
る
一
般
会
計
補
正
予
算

案
で
１
９
８
４
万
円
を
増
額
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
予
算
総

額
は
前
年
度
同
期
比
で
９
・
０

％
増
の
34
億
９
５
４
７
万
円
と

な
り
ま
す
。

★
主
な
事
業

【民
生
費
】

○
見
守
り
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業

委
託
料

38
万
２
千
円

日
本
郵
便
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
、
音
声
電
話
で
利
用

者
の
安
否
・
体
調
確
認
を
行
う
。

【土
木
費
】

道
路
改
良
工
事(

拡
幅
）

○
町
道
１
０
７
号(

永
代
第
一

地
区
）

７
９
１
万
円

○
町
道
84
号
（
広
良
地
区
）

８
４
１
万
円

○
町
道
１
１
０
・
１
８
６
・
１

８
７
号
（
旭
二
地
区
）

５
０
０
万
円

【教
育
費
】

○
将
星
真
田
幸
村
花
火
大
会
補

助
金

１
３
０
０
万
円

第
４
回
花
火
大
会
実
行
委
員
会

へ
の
補
助

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
委

託
料

５
８
０
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
主

体
を
活
用
し
な
が
ら
高
齢
者
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
や
協
議
体
の
設
置

を
行
う
事
業
を
委
託

◆
町
条
例

○
「
九
度
山
町
役
場
庁
舎
建
設

基
金
条
例
」
の
制
定

役
場
庁
舎
の
建
設
、
改
修
等
に

必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置
す

る
た
め
の
条
例
を
制
定
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町議会議員 伊丹俊也

九度山町議会

６月議会が６月5日(火)に開会
一般質問は６月１５日(金)午前９時から

ブログ開設中
「Ｇｏｏｄ Ｍｏｒｎｉｎｇ，九度山」

http://licitami.at.webry.info/

月日 曜
日 時刻 議会日程 審議予定

６月５日 火
午前
９時３０分

本会議
議案の上程・提案説明
専決案件に対する質疑・討論・採決

6月１５日 金
午前
９時

本会議 一般質問、議案質疑・委員会付託

６月１８日 月

午前
９時３０分
午前
９時

委員会

本会議 ＜予備日＞

６月１９日 火
午前
９時３０分

委員会 ＜予備日＞

６月２２日 金
午前
９時

本会議
委員長報告
委員長報告に対する質疑、討論、採決

６月２５日 月
午前
９時

本会議 ＜予備日＞

２０１８年第２回九度山町議会定例会（６月議会）審議日程

議会の傍聴をお願いします
ご意見ご要望をお寄せください

６
月
１
日
、
九
度
山
町
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
第

２
回
九
度
山
町
議
会
定
例
会
（
６
月
議
会
）
の
審
議
日
程
（
左
表
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
６
月
議

会
に
提
案
さ
れ
る
議
案
は
、
専
決
の
承
認
（
町
条
例
一
部
改
正
、
２
０
１
７
年
度
補
正
予
算
案
）

６
件
、
２
０
１
８
年
度
補
正
予
算
案
（
一
般
会
計
、
国
保
、
介
護
、
水
道
、
下
水
道
）
５
件
、
町

条
例
制
定
・
改
定
３
件
の
合
計
14
件
で
す
。
一
般
質
問
は
15
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

町道84号(広良）

肉
付
け
補
正
予
算
案
発
表

一
般
会
計
総
額
34
億
９
５
４
７
万
円(

前
年
同
期
比
９
％
増
）

提
案
さ
れ
た
議
案
か
ら



日
本
共
産
党
紀
北
地
区
委
員
会
は

５
月
26
日
、
市
田
忠
義
党
副
委
員
長
・

参
議
院
議
員
を
弁
士
に
迎
え
、
か
つ

ら
ぎ
町
の
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
演
説
会
を
開
き
ま
し
た
。

市
田
参
院
議
員
は
、
森
友
、
加
計

問
題
で
次
々
と
明
ら
か
に
な
る
文
書

を
示
し
「
安
倍
首
相
夫
妻
の
関
与
は

明
ら
か
だ
」
と
告
発
。
自
衛
隊
日
報

の
隠
ぺ
い
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
な
ど
を

挙
げ
、
も
は
や
安
倍
政
権
は
「
政
権

失
格
」
と
退
陣
を
求
め
ま
し
た
。

米
朝
首
脳
会
談
に
つ
い
て
も
外
交

解
決
の
可
能
性
が
残
さ
れ
た
こ
と
を

強
調
し
、
圧
力
一
辺
倒
の
安
倍
政
権

を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
対
話
で
の

解
決
を
一
貫
し
て
追
求
す
る
日
本
共

産
党
の
姿
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
党
名
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
、
理
念
、
歴
史
、

語
源
の
三
つ
の
角
度
か
ら
丁
寧
に
紹

介
。
党
名
を
こ
ろ
こ
ろ
変
え
る
政
党

が
多
い
中
で
「
96
年
間
、
一
つ
の
党

名
を
貫
き
通
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
誇
り
で
す
」
と
力
を
込
め
、
日
本

共
産
党
の
躍
進
を
訴
え
ま
し
た
。

前
ひ
さ
し
参
議
院
和
歌
山
選
挙
区

予
定
候
補
、
か
つ
ら
ぎ
町
議
選(

７

月
17
日
告
示
、
22
日
投
票)

の
宮
井

け
ん
じ
、
東
芝
ひ
ろ
あ
き
両
町
議
や
、

来
年
４
月
の
統
一
地
方
選
へ
向
け
橋

本
市
の
阪
本
久
代
、
高
本
勝
次
両
市

議
、
九
度
山
町
の
伊
丹
俊
也
町
議
が

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

市
田
参
院
議
員
と
懇
談
し
た
元
か

つ
ら
ぎ
町
長
の
南
衞
さ
ん
（
83
）
は

「
命
を
大
切
に
す
る
国
政
で
な
い
と

ダ
メ
だ
。
一
日
も
早
く
安
倍
政
権
を

倒
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

●
参
加
者
の
感
想(

一
部
紹
介
）

「
す
ば
ら
し
い
お
話
で
自
分
の
生
き

方
に
自
信
を
も
ら
い
ま
し
た
」

「
わ
か
り
や
す
く
楽
し
か
っ
た
。
時

間
の
た
つ
の
を
忘
れ
ま
し
た
」

「
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
わ
か
り
や
す

い
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

●
演
説
会
第
１
部
の
文
化
行
事

日
本
共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
は

５
月
11
日
、
和
歌
山
県
庁
内
で
会
見

し
、
参
議
院
和
歌
山
選
挙
区
に
党
県

常
任
委
員
の
前
久
（
ま
え
ひ
さ
し
）

氏
（
61
歳
・
新
人
）
を
擁
立
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

前
ひ
さ
し
氏
は
会
見
で
、
安
倍
自

公
政
権
に
よ
る
憲
法
破
壊
を
き
び
し

く
糾
弾
。
朝
鮮
半
島
の
「
完
全
な
非

核
化
」
を
含
む
恒
久
的
な
平
和
体
制

を
か
か
げ
る
板
門
店
宣
言
を
評
価
す

る
一
方
、
北
朝
鮮
問
題
に
圧
力
一
辺

倒
の
安
倍
首
相
を
批
判
。
改
ざ
ん
、

隠
ぺ
い
、
ね
つ
造
、
セ
ク
ハ
ラ
、
シ

ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
危
機
の

安
倍
政
権
は
も
う
退
場
す
る
し
か
な

い
と
強
調
し
ま
し
た
。

過
労
死
を
加
速
さ
せ
る
「
働
き
方

改
革
」
や
消
費
税
増
税
に
強
く
反
対

し
、
原
発
ゼ
ロ
、
社
会
保
障
の
充
実

の
た
め
、
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
表

明
。
住
民
が
強
く
反
対
し
て
い
る
和

歌
山
市
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

計
画
や
山
林
を
大
き
く
削
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
計
画
、
巨
大
風
力
発
電
計
画
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
力
を
尽
く
し
、

和
歌
山
県
知
事
や
和
歌
山
市
長
が
す

す
め
る
カ
ジ
ノ
施
設
誘
致
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

会
見
に
は
下
角
力
県
委
員
長
が
同
席

し
、
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍

政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
た
い
」
と

の
べ
ま
し
た
。

前
ひ
さ
し
氏
略
歴

○
古
座
川
町
出
身

○
南
九
州
大
学
卒
業

○
和
歌
山
西
部
民
主
商
工
会
の
職
員

を
経
て
、
１
９
８
６
年
に
共
産
党

県
委
員
会
に
入
り
、
党
の
北
部
地

区
常
任
委
員
や
北
部
地
区
委
員
長

な
ど
を
歴
任

○
日
本
共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
常

任
委
員

市
田
忠
義
副
委
員
長
・参
院
議
員

政
治
を
変
え
る
展
望
を
語
る

市民と野党の共闘 日本共産党躍進に大きな期待
３５０人参加 演説会へのご協力ありがとうございました

声援に応える（左から）伊丹、高本、阪本、前、
市田、宮井、東芝の各氏

和太鼓集団「和響」の太鼓演奏前田佳世さんのミニコンサート

２
０
１
９
年
参
議
院
和
歌
山
選
挙
区

日
本
共
産
党

前
ひ
さ
し
氏
を
擁
立

「市
民
と
野
党
の
共
闘
で
内
閣
総
辞
職
に
追
い
込
む
」


